
１　勝浦警察署管内事故数（数値については暫定値）

（2月中）

　　　　　　　　　　　　死者数 0人（同 ±0人），物件事故 97件（同 -14件）

（１）令和 5年 2月中　　人身事故 1件，負傷者数 7人，死者数 0人，物件事故 57件
（２）累計件数        　人身事故 13件（前年比 2件），負傷者数 11人（同 -4人）

（令和5年 2月末）

勝浦警察署　交通課

３ 令和５年２月中の物件事故の特徴
○ ２月中の物件事故は５７件で、１月に比べると減少傾向です。

また、６５歳以上の事故が多く、市町村道と駐車場内での事故が増えています。

○ 安全は『だろう』『はず』より、まず確認です！！
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令和４年 管内交通事故数の推移
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物件事故路線別

（１）第１当事者の年齢層 （２）路線別発生状況

自転車事故の多くが「交差点」で発生しています。「止まれ」の標識があるときは必

ず一時停止をして左右の安全を確認しましょう。

また、万が一の事故に備えて、必ず自転車保険に加入しましょう。

２
令和４年４月に成立した、改正道路交通法により、全ての自転車利用者に対する乗車用ヘ

ルメットの着用が努力義務となりました。（令和５年４月１日から）

自転車乗車中の交通事故で亡くなられた方の約６割が頭部に致命傷を負っており、ヘルメットを

着用していなかった方の致死率は、着用していた場合の約２．２倍高くなっています。

大人用ヘルメットは、ツバのついたタイプなど、おしゃれなヘルメットも増えています。

自分の自転車スタイルに合わせて、ヘルメットを選んでみてはいかがでしょうか？

自転車に乗るときはしっかりとヘルメットをかぶって安心・安全に自転車を楽しみましょう！！


